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植物の生体防御を担う乳管細胞のオミックス
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植物の乳管細胞は、植物体の他の細胞の隙間をぬって細長く伸長・分枝
して、植物体全体に乳管細胞ネットワークを張り巡らす。乳管細胞の内容
物を“乳液”と呼び、そこには、天然ゴムの主成分ポリイソプレンに加えて、
抗昆虫・抗微生物タンパク質あるいは化合物が大量に含まれる。細胞内圧
力が高いため、昆虫等により植物体が損傷して乳管細胞ネットワークの一
部が切断されると、乳液が大量に漏出し、昆虫・微生物等の外敵を攻撃す
る。
本セミナーでは、3種の植物の乳管細胞の比較プロテオーム・トランス

クリプトーム解析を実施して、乳管細胞が担う多様な生体防御システムを
理解しようとする試みと、乳管細胞で高発現する機能未知タンパク質も防
御に関わる可能性を検証する試みをぐだぐだ紹介する。
本研究は、ゲノム情報の乏しい非モデル生物でどのようにオミクス研究

を進めるか、の参考にもなると思う。
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